
3030

　

こ
の
度
釧
路
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
広
報
紙
が
記
念
す
べ
き
第
30

号
を
発
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。「
市
Ｐ
連
広
報
」
は
全

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
そ
し
て
広
く
教
育

関
係
の
皆
様
に
対
し
、
釧
路
市

Ｐ
連
活
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
理
解
し
て
い
た
だ
く
目
的
で

発
刊
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
発
刊

以
来
二
十
数
年
、
多
く
の
市
Ｐ

連
活
動
を
伝
え
続
け
て
参
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、

こ
の
『
広
報
市
Ｐ
連
』
が
市
内

全
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
自

ら
の
手
に
よ
っ
て
長
年
作
成
さ

れ
続
け
て
き
た
こ
と
な
の
で
す
。

　

釧
路
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
広
報

紙
が
平
成
２
年
に
記
念
す
べ
き

創
刊
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
多
く
の
会
員
の
皆
様
方
に

愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
、
本
年
め

で
た
く
第
30
号
が
発
刊
さ
れ
ま

す
こ
と
に
、
心
よ
り
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。
広
報
紙
に
掲
載

さ
れ
ま
す
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
、
そ
し
て
カ
ラ
フ
ル
で
き
れ

い
な
紙
面
構
成
か
ら
、
編
集
に

携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
皆
様
の
熱

い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
私

も
毎
回
楽
し
み
に
読
ま
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
広
報
紙
26
号
か
ら
29

号
ま
で
の
内
容
を
見
て
み
ま
す

も
ち
ろ
ん
作
成
に
当
た
る
「
市

Ｐ
連
・
広
報
情
報
専
門
部
会
」

は
私
共
の
一
組
織
で
す
が
、
そ

の
方
々
が
広
報
紙
を
作
成
し
、

市
Ｐ
連
の
活
動
を
し
っ
か
り
と

支
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

過
去
の
広
報
紙
を
振
り
返
っ

て
み
て
も
、
全
道
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究

大
会
、
高
等
学
校
紹
介
、
第
１

回
チ
ャ
イ
ル
ド
１
Ｄ
Ａ
Ｙ
仕
事

体
験
の
特
集
な
ど
、
そ
の
時
々

の
活
動
が
鮮
や
か
に
切
り
取
ら

れ
て
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し

か
も
こ
れ
ら
す
べ
て
が
保
護
者

の
目
線
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。

と
、
二
つ
の
共
通
点
が
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
、
特
集
と
し
て
取

り
上
げ
て
い
る
号
を
含
め
、
全

て
の
号
に
お
い
て
「
食
」
に
つ

い
て
記
事
と
し
て
取
り
上
げ
、

そ
の
大
切
さ
が
伝
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
。
二
つ
目
は
、
全
て
の

号
に
お
い
て
、
一
生
懸
命
に
活

動
し
て
い
る
子
ど
も
の
姿
が
映

し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
読
ん
で
い
る
う
ち
に「
一

生
懸
命
輝
い
て
い
る
子
ど
も
達

の
た
め
に
、
保
護
者
と
し
て
、

大
人
と
し
て
、『
食
べ
る
』
と

言
っ
た
大
切
な
こ
と
を
や
り
ま

し
ょ
う
よ
、
や
っ
て
み
ま
し
ょ

う
よ
」
と
い
っ
た
編
集
者
の
皆

　

こ
の
第
30
号
は
大
き
な
節
目

と
し
て
、
そ
の
記
念
号
と
な
り

ま
す
。
よ
い
活
動
が
永
く
続
く

と
、
そ
れ
は
『
伝
統
』
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。『
市

Ｐ
連
広
報
』
の
作
成
に
当
た
っ

て
こ
ら
れ
た
委
員
の
皆
様
は
ま

さ
に
【
市
Ｐ
連
活
動
の
伝
統
】

を
創
っ
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
。

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
広
報
紙
を
手
に

す
る
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
広
報

紙
が
今
年
も
見
事
に
作
成
さ
れ

た
こ
と
を
市
Ｐ
連
の
誇
り
と
し

て
、
心
か
ら
讃
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

様
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

広
報
紙
の
大
き
な
役
目
の
一
つ

に
「
思
い
を
つ
な
ぎ
、
共
有
し

あ
う
」
と
言
う
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
釧
路
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
役
員
の
皆
様
を
は
じ

め
、
各
会
員
皆
様
そ
し
て
お
仕

事
を
終
え
た
夕
方
か
ら
夜
遅
く

ま
で
編
集
に
携
わ
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
広
報
専
門
部
の

皆
様
が
広
報
紙
を
通
し
た
素
晴

ら
し
い
活
動
を
継
続
さ
れ
ま
す

こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

広　報　市　Ｐ　連 平成24年12月17日⑴

●発行／釧路市PTA連合会●事務局／釧路市城山1-14-35 城山小学校内  ☎（0154）41-1502●編集／市P連広報・情報専門部会●印刷／木内印刷有限会社

№ 30
特別記念号

釧路市PTA連合会
『
市
Ｐ
連
広
報
』は
市
Ｐ
連
活
動
の
伝
統
を
創
る

　
〜
よ
い
活
動
が
長
く
続
く
と
伝
統
と
呼
ば
れ
る
〜

釧
路
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　

会
長　

住　

尾　
　
　

盛

市
Ｐ
連
広
報
第
30
号
発
刊
を
記
念
し
て

　
〜
共
有
し
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
〜

釧
路
市
教
育
委
員
会　

教
育
長　

千　

葉　

誠　

一

　

こ
の
度
釧
路
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
広
報
紙
が
記
念
す
べ
き
第
30

号
を
発
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。「
市
Ｐ
連
広
報
」
は
全

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
そ
し
て
広
く
教
育

関
係
の
皆
様
に
対
し
、
釧
路
市

Ｐ
連
活
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
理
解
し
て
い
た
だ
く
目
的
で

発
刊
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
発
刊

以
来
二
十
数
年
、
多
く
の
市
Ｐ

連
活
動
を
伝
え
続
け
て
参
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、

こ
の
『
広
報
市
Ｐ
連
』
が
市
内

全
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
自

ら
の
手
に
よ
っ
て
長
年
作
成
さ

れ
続
け
て
き
た
こ
と
な
の
で
す
。

　

釧
路
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
広
報

紙
が
平
成
２
年
に
記
念
す
べ
き

創
刊
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
多
く
の
会
員
の
皆
様
方
に

愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
、
本
年
め

で
た
く
第
30
号
が
発
刊
さ
れ
ま

す
こ
と
に
、
心
よ
り
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。
広
報
紙
に
掲
載

さ
れ
ま
す
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
、
そ
し
て
カ
ラ
フ
ル
で
き
れ

い
な
紙
面
構
成
か
ら
、
編
集
に

携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
皆
様
の
熱

い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
私

も
毎
回
楽
し
み
に
読
ま
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
広
報
紙
26
号
か
ら
29

号
ま
で
の
内
容
を
見
て
み
ま
す

も
ち
ろ
ん
作
成
に
当
た
る
「
市

Ｐ
連
・
広
報
情
報
専
門
部
会
」

は
私
共
の
一
組
織
で
す
が
、
そ

の
方
々
が
広
報
紙
を
作
成
し
、

市
Ｐ
連
の
活
動
を
し
っ
か
り
と

支
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

過
去
の
広
報
紙
を
振
り
返
っ

て
み
て
も
、
全
道
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究

大
会
、
高
等
学
校
紹
介
、
第
１

回
チ
ャ
イ
ル
ド
１
Ｄ
Ａ
Ｙ
仕
事

体
験
の
特
集
な
ど
、
そ
の
時
々

の
活
動
が
鮮
や
か
に
切
り
取
ら

れ
て
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し

か
も
こ
れ
ら
す
べ
て
が
保
護
者

の
目
線
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。

と
、
二
つ
の
共
通
点
が
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
、
特
集
と
し
て
取

り
上
げ
て
い
る
号
を
含
め
、
全

て
の
号
に
お
い
て
「
食
」
に
つ

い
て
記
事
と
し
て
取
り
上
げ
、

そ
の
大
切
さ
が
伝
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
。
二
つ
目
は
、
全
て
の

号
に
お
い
て
、
一
生
懸
命
に
活

動
し
て
い
る
子
ど
も
の
姿
が
映

し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
読
ん
で
い
る
う
ち
に「
一

生
懸
命
輝
い
て
い
る
子
ど
も
達

の
た
め
に
、
保
護
者
と
し
て
、

大
人
と
し
て
、『
食
べ
る
』
と

言
っ
た
大
切
な
こ
と
を
や
り
ま

し
ょ
う
よ
、
や
っ
て
み
ま
し
ょ

う
よ
」
と
い
っ
た
編
集
者
の
皆

　

こ
の
第
30
号
は
大
き
な
節
目

と
し
て
、
そ
の
記
念
号
と
な
り

ま
す
。
よ
い
活
動
が
永
く
続
く

と
、
そ
れ
は
『
伝
統
』
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。『
市

Ｐ
連
広
報
』
の
作
成
に
当
た
っ

て
こ
ら
れ
た
委
員
の
皆
様
は
ま

さ
に
【
市
Ｐ
連
活
動
の
伝
統
】

を
創
っ
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
。

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
広
報
紙
を
手
に

す
る
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
広
報

紙
が
今
年
も
見
事
に
作
成
さ
れ

た
こ
と
を
市
Ｐ
連
の
誇
り
と
し

て
、
心
か
ら
讃
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

様
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

広
報
紙
の
大
き
な
役
目
の
一
つ

に
「
思
い
を
つ
な
ぎ
、
共
有
し

あ
う
」
と
言
う
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
釧
路
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
役
員
の
皆
様
を
は
じ

め
、
各
会
員
皆
様
そ
し
て
お
仕

事
を
終
え
た
夕
方
か
ら
夜
遅
く

ま
で
編
集
に
携
わ
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
広
報
専
門
部
の

皆
様
が
広
報
紙
を
通
し
た
素
晴

ら
し
い
活
動
を
継
続
さ
れ
ま
す

こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

今
保
護
者
自
身
が
ケ
ー
タ
イ

や
ス
マ
ホ
そ
し
て
パ
ソ
コ
ン
な

ど
に
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
▼
市
Ｐ

連
重
点
項
目
の
一
つ
は
「
早
寝

早
起
き
朝
ご
は
ん
運
動
」
だ
。

十
月
、
稚
内
市
で
北
海
道
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
が
主
催
す
る
研

究
大
会
が
開
催
さ
れ
、
母
親

委
員
会
昨
年
度
の
取
り
組
み

『
簡
単
朝
食
メ
ニ
ュ
ー
』
の
提

言
が
行
わ
れ
た
。
提
言
者
は

阿
部
前
母
親
委
員
長
さ
ん
だ
。

参
会
者
か
ら
は
「
大
変
重
要

な
取
り
組
み
」
と
の
高
い
評

価
を
得
た
。
母
親
委
員
会
は

今
年
度
も
取
り
組
み
を
継
続

し
て
い
る
。
▼
研
修
専
門
部

会
研
修
会
は
、
釧
路
地
方
気

象
台
と
連
携
し
「
防
災
研
修

会
」
を
開
催
し
た
。
こ
れ
も

釧
路
市
民
と
し
て
は
大
変
重

事務局だより 事務局長
奥 村　勉

要
な
テ
ー
マ
だ
。
▼
健
全
育

成
専
門
部
会
講
演
会
は
「
魔

法
の
質
問
」
と
題
し
て
家
族

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
上
げ
Ｐ
と
Ｔ
が
共
に
学
び

会
う
機
会
と
な
っ
た
。▼
広
報・

情
報
専
門
部
会
で
は
苦
労
を

重
ね
こ
の
『
広
報
市
Ｐ
連
』

記
念
号
を
完
成
し
た
。
委
員

の
皆
さ
ん
の
努
力
に
心
か
ら

感
謝
し
た
い
。

▼
パ
ソ
コ
ン
利
用
者
が
、
外
部

か
ら
の
不
正
操
作
に
よ
り
身

に
覚
え
の
な
い
理
由
で
逮
捕

さ
れ
る
事
件
が
大
き
な
話
題

と
な
っ
た
。
今
年
度
の
研
究

大
会
は
そ
の
意
味
で
大
変
タ

イ
ム
リ
ー
だ
っ
た
。
釧
路
市
教

委
と
の
連
携
で
開
催
し
た
元

札
幌
市
立
平
岡
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
さ
ん
の
【
ネ
ッ
ト
・
モ

ラ
ル
】
に
関
す
る
講
演
だ
。

副
会
長　

小
中
学
校
校
長
会
代
表

吉　

田　

和　

夫

城
山
小
学
校　

研
修
専
門
部

副
会
長　

高
Ｐ
連
代
表

藤　

島　

由　

朗

北
陽
高
校　

研
修
専
門
部

監　
　

査　

単
Ｐ
会
長
代
表

伊　

藤　

真　

司

湖
陵
高
校

監　
　

査　

小
中
学
校
校
長
会
代
表

藤　

原　

久　

則

幣
舞
中
学
校

監　
　

査　

母
親
委
員
会
代
表

赤　

塚　

由
加
里

幣
舞
中
学
校

研
修
専
門
部
会　

委
員
長

越　

野　

め
ぐ
み

健
全
専
門
部
会　

委
員
長

秋　

山　

善　

子

副
会
長　

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
運
営
委
員
長

三　

島　

利　

紀

幣
舞
中
学
校　

健
全
育
成
専
門
部

顧　
　

問　

吉　

田　

信　

二

青
陵
中
学
校

会　
　

長　

住　

尾　
　
　

盛

昭
和
小
学
校

事
務
局
長　

奥　

村　
　
　

勉

副
会
長　

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
運
営
委
員
長

岡　

部　

博　

昭

芦
野
小
学
校　

広
報
情
報
専
門
部

副
会
長　

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
運
営
委
員
長

山　

木　

さ
よ
り

桜
が
丘
小
学
校　

広
報
情
報
専
門
部

副
会
長　

Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
運
営
委
員
長

大　

越　

拓　

也

鳥
取
小
学
校　

研
修
専
門
部

副
会
長　

Ｅ
ブ
ロ
ッ
ク
運
営
委
員
長

冷　

川　

圭　

之

音
別
中
学
校　

健
全
育
成
専
門
部

副
会
長　

母
親
委
員
会　

委
員
長

川　

内　

雅　

恵

北
中
学
校　

健
全
育
成
専
門
部

広
報
・
情
報
専
門
部
会　

委
員
長

岩　

田　

恵　

美
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特別企画  広報紙、みんなの想い出を振り返って!!

〝おめでとう〟 広報 市Ｐ連創刊30号記念

そ
こ
ま
で
言
っ
て

い
い
よ
! !
座
談
会

釧 路 の 歴 史
1991年	 皇太子殿下が初来釧し、市内及び阿寒町タンチョウ観察セ

ンターを訪問
1992年	 釧路市生涯学習センターがオープン
1993年	 釧路沖地震（震度６Ｍ７.８）が発生し、釧路市で死者１人、

負傷者439人
　同年	 第５回ラムサール条約締結会議が開催され、95カ国・

151団体1217名が参加
1994年	 釧路市で５種類のごみの分別収集スタート
1996年	 釧路空港の旅客ターミナルがオープン
　同年	 国際ツルセンターの完成を記念し、皇太子殿下御歌碑を建

立
1998年	 長野オリンピックで星園高卒の岡崎朋美が銅メダルを獲得
　同年	 北海道立釧路芸術館がオープン
1999年	 道内初の不登校中学生を対象とした「夜間教室」が市の「ふ

れあい教室」でスタート
2001年	 阿寒小学校新校舎落成・開校100周年記念式典が挙行

2003年	 十勝沖地震釧路市・音別町震度５強、釧路空港ビル天井崩
落、家具損壊、道路陥没、下水道破損等の被害

　同年	 音別小学校開校100周年記念式典祝賀会開催
2005年	 釧路こども遊学館がオープン
　同年	 釧路市・阿寒町・音別町の１市２町が合併し、新生「釧路

市」が誕生
2008年	 石川啄木来釧100周年
　同年	 湿原の風アリーナ釧路が落成
2009年	 釧路川にラッコの「クーちゃん」出現
　同年	 裁判員制度がスタート
　同年	 障害を持ったアムールトラの「タイガ」急死
　同年	 釧路市拠点のドクターヘリが運行開始
2011年	 東日本大震災、釧根にも被害
　同年	 小学校４年生の道徳の教材に「タイガとココア」
　同年	 阿寒湖アイヌシアター「イコロ」が完成
2012年	 タンチョウ・マリモ特別天然記念物指定60周年
　同年	 釧路市動物園にキリンを贈るための「キリンを贈ろう」の

募金開始

一
九
四
七
年
・
・
・
・
・
・
・
・

小
学
校
で
ミ
ル
ク
給
食
開
始

　
　
五
一
年
・
・
・
・
・
・
・
・

パ
ン
に
よ
る
完
全
給
食
実
施

　
　
六
五
年
・
・
・
・
・
・
・
・

生
牛
乳
が
週
二
回
と
な
り
、
給

食
費
は
一
食
三
〇
円

　
　
六
六
年
・
・
・
・
・
・
・
・

生
牛
乳
が
週
四
回
と
な
り
、
中

学
校
で
も
ミ
ル
ク
給
食
開
始

　
　
六
九
年
・
・
・
・
・
・
・
・

各
小
学
校
に
給
食
徴
収
員
派

遣
、
給
食
費
徴
収
事
務
開
始

　
　
八
〇
年
・
・
・
・
・
・
・
・

小
学
校
週
二
回
・
米
飯
給
食
開

始
、
箸
利
用

　
　
八
一
年
・
・
・
・
・
・
・
・

釧
路
市
中
学
校
給
食
協
同
調
理

場（
現
中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

が
完
成
、
中
学
校
の
完
全
給
食

開
始

　
　
八
四
年
・
・
・
・
・
・
・
・

一
食
、
小
学
校
一
七
七
円
、
中

学
校
二
一
六
円

　
　
八
五
年
・
・
・
・
・
・
・
・

中
学
校
給
食
で
地
元
産
イ
ワ
シ

の
蒲
焼
初
採
用

　
　
八
八
年
・
・
・
・

釧
路
市
小
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
が
完
成

　
　
九
〇
年
・
・
・
・
・
・
・
・

地
元
の
産
物
に
よ
る
「
ふ
る
さ

と
給
食
週
間
」
が
ス
タ
ー
ト

二
〇
一
一
年
・
・
・
・
・
・
・
・

中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
給
食

業
務
、
配
膳
業
務
を
民
間
に
委

託
、米
飯
給
食
を
週
三
回
実
施
、

学
校
給
食
費
の
全
面
口
座
振
替

を
実
施

おいしい給食のあゆみ

☟
Ｈ
３
年
３
月　

№
３

☟
Ｈ
３
年
２
月　

№
２

☟
Ｈ
３
年
３
月　

№
３

☟
Ｈ
７
年
９
月　

№
10

☟
Ｈ
７
年
９
月　

№
10

☟
Ｈ
９
年
３
月　

№
13

☟
Ｈ
９
年
３
月　

№
13

☟
Ｈ
10
年
３
月　

№
15

☟
Ｈ
10
年
12
月　

№
16

☟
Ｈ
11
年
12
月　

№
17

☟
Ｈ
21
年
12
月　

№
27

☝
Ｈ
12
年
12
月　

№
18

第
30
号
記
念

「
一
言
コ
メ
ン
ト
」

� �
� �
� �
２・５ページは特別企画
ページとなります。
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大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

研　

究　

主　

題

北
の
大
地
で
は
ぐ
く
も
う
　

生
き
る
力
と
夢
・
未
来

21
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

・
富
士
通
シ
ス
テ
ム
ズ
・
イ
ー

ス
ト
勤
務

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

プ
ロ
バ
イ
ダ
事
業
立
上
げ

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
事
業
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

監
査
担
当

・
社
内
で
新
事
業
を
３
つ
企

画
、
立
上
げ
、
全
国
拡
販

・（
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
連
）

　

小
学
校
８
年
・
会
長
通
信
、

メ
ー
ル
配
信
導
入

　

中
学
校
３
年
・
情
報
モ
ラ
ル

研
修
会
、
情
報
モ
ラ
ル
通
信

高
本
　
茂
　
氏

第55回 釧路市PTA連合会研究大会
平成24年10月27日㈯　釧路市立城山小学校

ス
マ
ホ
時
代
の

情
報
モ
ラ
ル

統
計
か
ら
わ
か
る
こ
と

子
供
達
に
話
し
た
こ
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
お
約
束

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
色
々

な
事
に
使
え
て
便
利
で
す
。

　

ド
コ
モ
・
ａ
ｕ
・
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
・
Ｅ
モ
バ
イ
ル
・
ウ
ィ
ル

コ
ム
等
は
キ
ャ
リ
ア
と
言
わ
れ

る
業
者
の
事
で
す
。
キ
ャ
リ
ア

と
言
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
回
線

を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
端

末
を
窓
口
で
販
売
し
て
る
と
こ

ろ
で
す
。
ア
イ
フ
ォ
ン
・
ギ
ャ

ラ
ク
シ
ー
・
ア
ロ
ー
ズ
（
エ
ク

ス
ペ
リ
ア
）
と
書
い
て
あ
る
の

は
、
端
末
の
名
前
で
す
。

　
「
ス
マ
ホ
は
、
何
が
出
来
る

の
か
？
」
持
っ
て
い
な
い
と
わ

か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
簡

単
に
言
う
と
携
帯
＋
デ
ジ
カ
メ

＋
パ
ソ
コ
ン
＋
テ
レ
ビ
＋
カ
ー

ド
財
布
と
書
い
て
い
ま
す
が
、

要
す
る
に
結
構
い
ろ
ん
な
こ
と

が
出
来
て
し
ま
う
。
カ
ー
ド
だ

と
か
は
、
会
員
証
だ
と
か
メ
ン

バ
ー
ズ
カ
ー
ド
だ
け
で
は
な
く

て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
機

能
も
も
っ
て
い
ま
す
。
１
つ
持

っ
て
い
れ
ば
、
お
財
布
が
な
く

て
も
飲
食
に
困
ら
な
か
っ
た
り

す
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、

ス
マ
ホ
と
い
う
の
は
、
パ
ソ
コ

ン
よ
り
は
る
か
に
万
能
で
す
ね
。

・
保
護
者
の
学
習
経
験
に
よ
る
差

　

大
事
な
こ
と
は
、
知
ら
な
い

キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
知
っ

た
か
ぶ
り
を
し
な
い
で
ち
ゃ
ん

と
調
べ
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て

正
し
い
理
解
を
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
言
葉
は

い
っ
ぱ
い
こ
れ
か
ら
も
で
て
き

ま
す
。
知
ら
な
い
ま
ま
放
置
し

て
い
る
と
子
ど
も
た
ち
が
何
を

話
し
て
い
る
の
か
全
然
わ
か
ら

な
く
な
り
ま
す
。

・
親
子
の
認
識
の
ズ
レ

　

親
が
約
束
事
を
し
て
持
た
せ

た
つ
も
り
な
の
に
、
子
は
約
束

事
が
無
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と

が
問
題
で
、
受
け
取
る
ま
で
は

「
絶
対
守
る
。」と
必
死
で
す
が
、

一
度
受
け
取
る
と
も
う
、
こ
っ

ち
の
も
の
と
、
約
束
は
無
い
と

な
っ
て
し
ま
う
。

・
統
計
資
料
を
見
る
こ
と
の
過

信
と
油
断

　

携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
る
中

学
生
は
全
国
60
％
で
、
釧
路
は

48
％
と
少
な
い
で
す
が
、
今
後

減
る
こ
と
は
な
く
、
も
っ
と
増

え
ま
す
。
ま
た
、
自
分
専
用
の

パ
ソ
コ
ン
や
ゲ
ー
ム
機
な
ど
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る

も
の
を
持
っ
て
い
る
子
は
15
％

も
い
て
、
一
番
多
い
の
は
ネ
ッ

ト
ゲ
ー
ム
で
す
。

　

統
計
資
料
を
見
て
「
う
ち
の

子
、
範
囲
に
入
っ
て
る
か
ら
大

丈
夫
。」
と
か
、「
う
ち
の
学
校

は
安
全
な
方
だ
。」
と
過
信
せ

ず
全
体
的
な
傾
向
と
思
っ
て
と

ら
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
ネ
ッ
ト
の
利
用
と
人
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て

　

今
の
子
た
ち
は
、
友
達
と
呼

ぶ
子
は
意
外
と
う
す
い
ん
で
す
。

　

我
々
の
時
の
親
友
と
い
う
の

と
今
の
子
た
ち
の
親
友
は
別
物

で
す
。
何
処
か
と
い
う
と
、
例

え
ば
札
幌
市
で
問
題
と
な
っ
て

い
る
中
学
生
の
現
状
と
し
て
、

１
年
男
子
が
自
分
の
下
半
身
を

撮
影
し
て
、
同
級
生
に
メ
ー
ル

送
信
、
性
に
目
覚
め
る
こ
ろ
で

す
ね
。
人
の
を
見
た
い
の
で
は

な
く
て
、
自
分
の
を
撮
影
し
て

送
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

２
年
男
子
が
プ
ロ
フ
で
知
り

合
っ
た
他
校
の
女
子
生
徒
を
介

し
て
、
市
内
５
校
の
生
徒
が
中

央
区
内
の
生
徒
宅
に
外
泊
。

　

知
ら
な
い
人
で
す
。
あ
り
え

な
い
事
で
す
。
で
も
、
今
の
子

は
こ
う
い
う
事
が
で
き
る
ん
で

す
。

　

プ
ロ
フ
で
知
り
合
っ
て
泊
ま

り
に
行
く
。
友
達
と
い
う
言
葉

が
今
、す
ご
く
う
す
い
ん
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
例
は
、
誹
謗
中

傷
と
か
ブ
ロ
グ
に
書
い
て
、
も

め
事
に
な
っ
て
し
ま
う
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
昔
だ
と
他
校
に
乗

り
こ
ん
で
も
め
事
に
な
っ
た
り

し
ま
し
た
が
、
今
は
違
い
ま

す
。
こ
う
い
う
事
を
認
識
し
た

上
で
、
ど
の
様
に
利
用
す
る
か

自
分
か
ら
勉
強
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

「
ス
マ
ホ
時
代
の
情
報
モ
ラ
ル
」
〜
家
庭
で
の
教
育
・
学
校
で
の
教
育
〜

　

日
常
的
に
情
報
機
器
に
触

れ
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し

た
が
、
単
な
る
情
報
教
育
だ

け
で
は
な
く
、
情
報
モ
ラ
ル

教
育
と
両
輪
で
対
応
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
子
供
達
が

情
報
に
触
れ
る
の
が
日
常
に

な
っ
て
い
る
反

面
、
意
外
と
モ
ラ

ル
教
育
は
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

学
校
全
体
と
し
て
ト
ラ
ブ

ル
の
未
然
防
止
に
努
め
、
ア

ン
ケ
ー
ト
等
の
実
態
調
査
を

継
続
的
に
取
組
む
こ
と
が
重

要
で
す
。
子
供
達
に
グ
ル
ー

プ
学
習
を
さ
せ
る
の
で
は
な

く
、
道
徳
や
総
合
の
授
業
の

時
間
で
教
材
を
使
用
し
た
と

こ
ろ
子
供
達
の
意
識
変
化
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
問
題

は
帰
宅
後
に
起
き
て
お
り
、
ト

ラ
ブ
ル
は
自
宅
で
発
生
し
て
い

ま
す
。
子
供
達
は
、
想
像
以
上

の
ス
ピ
ー
ド
で
理
解
工
夫
を

し
、
自
分
独
自
の
使
い
方
を
あ

み
だ
し
ま
す
。
そ
の
上
で
、
親

と
し
て
経
験
や
社
会
常
識
等
で

ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
か

が
重
要
に
な
り
ま
す
。

「
ル
ー
ル
作
り
の
心
構
え
」

⑴
自
信
を
持
つ
こ
と

・
子
ど
も
を
縛
る
た
め
に
作
る

の
で
は
な
い
・
守
る
た
め
に

作
る
・
成
長
を
助
け
る
た
め

に
作
る

⑵
技
術
や
用
語
に
振
り
回
さ

れ
な
い
こ
と

・
技
術
は
便
利
な
手
段
に
す

ぎ
な
い
・
何
を
し
た
い
の
か

根
本
を
知
る
・

日
々
の
会
話
を
大

切
に
す
る
・
知
ら

な
い
事
は
聞
く

⑶
見
て
い
て
も
見
え
な
い
こ

と
が
あ
る
と
い
う
こ
と

・
子
ど
も
で
は
な
く
自
分
を

疑
う
・
興
味
を
持
ち
自
分
か

ら
見
に
行
く

〈
尚
、
紙
面
の
都
合
上
、
講

演
内
容
は
、
編
集
し
て
お
り

ま
す
。〉

学
校
教
育
と
家
庭
教
育 は

個
人
情
報
が
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

個
人
情
報
と
は
個
人
を
特
定

で
き
る
場
合
に
該
当
し
ま
す
。

・
肖
像
（
プ
ロ
フ
作
成
者
）

・
本
名
（
プ
ロ
フ
作
成
者
）

・
本
名
（
友
人
）・
住
所

・
所
属
（
学
校
名
）・
血
液
型

・
生
年
月
日
・
連
絡
先

・
連
絡
先
（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

な
ど
）

◎
良
い
と
こ
ろ

・
情
報
を
探
し
出
せ
る

・
作
品
や
考
え
を
発
表
で
き
る

・
多
く
の
人
と
交
流
で
き
る
な

ど
◎
悪
い
と
こ
ろ

・
誤
っ
た
情
報
も
少
な
く
な
い

・
個
人
情
報
等
の
漏
洩

・
ネ
ッ
ト
犯
罪
や
不
特
定
の
人

と
の
関
係
で
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど ネ
ッ
ト
社
会
の

良
い
と
こ
ろ
悪
い
と
こ
ろ

・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
無
料
で
音

声
通
話
が
で
き
た
り
、
違
う
キ

ャ
リ
ア
同
士
で
も
無
料
で
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
る
事
が
で
き
る
ソ

フ
ト
で
す
。

・
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
と
は

世
界
最
大
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
（
以

下
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
中

で
も
実
名
で
現
実
の
知
り
合
い

と
ネ
ッ
ト
上
で
つ
な
が
り
交
流

を
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

・
ツ
イ
ッ
タ
ー
と
は

１
行
程
度
の
簡
単
な
文
章
で
ｗ

ｅ
ｂ
上
に
書
き
込
み
気
軽
に
情

報
を
共
有
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

ツ
イ
ッ
タ
ー
と
は

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
お
約

束
」
と
い
う
本
で
す
が
、
富
士

通
エ
コ
ー
ム
と
い
う
会
社
よ
り

出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
供
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
し
た
い
と

言
っ
た
ら
、
ど
う
す
る
か
？
と

か
子
供
が
携
帯
を
持
ち
た
い
と

言
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
？
と
い

う
事
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　

危
険
性
を
感
じ
る
本
は
、
沢

山
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
い

と
言
わ
れ
た
ら
、
ど
う
対
処
し

た
ら
良
い
の
か
と
い
う
事
を
持

た
せ
る
前
提
で
書
い
て
る
初
級

者
向
け
の
本
な
の
で
、
是
非
お

母
さ
ん
方
に
読
ん
で
頂
き
た
い

で
す
。

【
プ
ロ
フ
】

　

中
学
生
が
登
録
す
る
項
目
に
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９
月
５
日
㈬
釧
路
市
立
城
山

小
学
校
体
育
館
を
会
場
に
、
平

成
24
年
度
研
修
委
員
会
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
研
修
会
は
、
例
年

候
補
に
上
が
り
つ
つ
、
実
現
出

来
ず
に
い
た
『
防
災
』
に
つ
い

て
、
釧
路
地
方
気
象
台
と
の
共

催
と
い
う
形
で
開
催
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
研
修
会
に
は

１
０
０
名
ほ
ど
の
参
加
が
あ

り
、
気
象
台
職
員
の
皆
さ
ん
の

進
行
の
も
と
、
８
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
ゲ
ー
ム
形
式
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

持
ち
出
し
袋
の
中
身
を
考

え
、
見
落
と
し
が
ち
な
物
品
の

再
確
認
を
す
る
内
容
の
も
の
や
、

速
報
や
警
報
用
語
を
使
っ
た
伝

言
ゲ
ー
ム
な
ど
、
遊
び
感
覚
の

ユ
ニ
ー
ク
な
投
げ
か
け
に
、
実

は
防
災
に
対
す
る
意
識
や
日
常

の
備
え
の
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て

い
る
、
と
て
も
有
意
義
な
内
容

で
し
た
。

　

今
回
の
開
催
を
機
に
、
さ
っ

そ
く
防
災
研
修
会
に
取
り
組
ん

だ
学
校
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
次
年
度
以
降
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
が
興
味
あ
る
内
容
の
研
修
会

を
開
催
し
、
親
の
学
習
経
験
を

高
め
る
機
会
を
提
供
す
る
場
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

非
常
持
ち
出
し
品
記
憶
ク
イ
ズ

あ
な
た
は
５
分
で
ど
れ
だ
け
の
非
常
持
ち
出
し
品
を

覚
え
ら
れ
ま
す
か
？

※
ひ
な
ん
リ
ュ
ッ
ク
は
お
持
ち
で
す
か
？

　

家
族
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

い服
ふく

ひっき用
よう

ぐ

トイレットペー
パー
ウエットティッ
シュ

お金
かね

レジャーシート

はさみ

ガムテープ

マジックペン

ヘルメット

水
みず

ひじょう食
しょく

マッチ･ろうそく

ライター

ぐん手
て

けいたいラジオ

タオル

ポリぶくろ

新
しん

聞
ぶん

きゅうきゅうセ
ット

研
修
専
門
部

委
員
長
　
越
野
め
ぐ
み

　

全
身
打
撲
や
シ
ョ
ッ
ク
が
残

っ
て
お
り
、
私
が
体
育
館
で
横

に
な
っ
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。

隣
に
は
視
覚
障
害
の
ご
夫
婦
と

小
学
生
の
姉
弟
が
身
を
寄
せ
て

い
ま
し
た
。
あ
る
日
、
姉
弟
の

目
の
前
で
父
親
が
バ
ッ
タ
リ
と

倒
れ
、
そ
の
ま
ま
運
ば
れ
て
行

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
だ
幼

い
子
ど
も
た
ち
の
姿
と
父
親
の

容
態
を
慮
っ
て
い
た
翌
日
、
父

親
の
兄
弟
だ
と
い
う
男
性
と
子

ど
も
た
ち
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

父
親
は
亡
く
な
ら
れ
た
と
の
こ

と
で
し
た
。
荷
物
を
ま
と
め
て

避
難
所
を
立
ち
去
ろ
う
と
し
た

そ
の
時
、
姉
弟
は
手
に
し
て
い

た
牛
乳
パ
ッ
ク
を
「
残
っ
て
い

る
人
に
置
い
て
い
っ
て
あ
げ
よ

う
」「
早
く
飲
む
よ
う
に
と
書

い
て
お
こ
う
」
な
ど
と
相
談
を

は
じ
め
た
の
で
す
。
大
震
災
に

見
舞
わ
れ
、
衝
撃
的
に
父
親
を

亡
く
し
、
悲
し
み
が
は
ち
切
れ

ん
ば
か
り
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、

な
ん
て
思
い
や
り
の
あ
る
姉
弟

だ
ろ
う
か
と
私
は
い
た
く
感
動

し
て
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し

て
、
学
校
の
先
生
ら
し
き
女
性

が
姿
を
あ
ら
わ
す
と
、
こ
れ
ま

で
気
丈
に
振
る
舞
っ
て
い
た
子

ど
も
た
ち
が
そ
の
女
性
の
胸
に

顔
を
埋
め
て
ワ
ー
ッ
と
泣
き
出

し
た
の
で
す
。
私
は
さ
っ
き
ま

で
の
感
動
に
大
き
な
悲
し
み
が

重
な
っ
て
、
言
葉
に
は
で
き
な

い
思
い
に
か
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
光
景
は
、
決
し
て
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
ず
、
い
ま
で
も
こ
の

姉
弟
の
将
来
に
幸
あ
れ
と
祈
り

続
け
て
い
ま
す
。

忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
、

伝
え
て
お
き
た
い

避
難
所
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

〜家庭でもできる地震・津波への対応〜
平成24年９月５日㈬　〈会場〉釧路市立城山小学校

研修専門部研修会

　

今
年
度
広
報
情
報
専
門
部
会
で

は
、
講
師
に
釧
路
新
聞
社
の
記
者
黒

田
文
夫
さ
ん
を
お
招
き
し
、「
効
果

的
な
広
報
紙
写
真
を
ど
の
よ
う
に
工

夫
す
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

写
真
を
写
す
時
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

え
っ
、
写
真
っ
て
そ
う
な
ん
だ
。
奥

の
深
い
写
真
の
写
し
方
を
分
か
り
や

す
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。

　

市
内
各
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
90
名
ほ

ど
が
参
加
し
好
評
の
中
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

健
全
育
成
講
演
会

子
ど
も
の
や
る
気
を
引
き
出
す

　
　
　魔
法
の
質
問

平
成
24
年
10
月
10
日
㈬

平
成
24
年
７
月
４
日
㈬

講
師
▼
原
し
げ
子
さ
ん

	

（
魔
法
の
質
問
認
定
講
師
）

場
所
▼
釧
路
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�

ま
な
ぼ
っ
と
幣
舞
８
階

　
「
こ
の
講
演
が
終
わ
っ
た
時
、

ど
ん
な
風
に
な
っ
て
い
た
ら
一

番
う
れ
し
い
で
す
か
？
」
と
い

う
質
問
か
ら
「
魔
法
の
質
問
」

講
演
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

講
師
の
話
を
ず
っ
と
聴
く
…

と
い
う
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
で
は

な
く
、
各
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
別

れ
て
原
先
生
の
質
問
に
対
す
る

答
え
を
そ
れ
ぞ
れ
実
践
し
な
が

ら
話
し
合
っ
て
い
く
と
い
う
ス

タ
イ
ル
で
、
講
演
が
終
わ
り
に

近
づ
く
に
連
れ
て
と
て
も
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
の
質
問
が
「
隣
の
方
と
の

共
通
点
を
見
つ
け
て
下
さ
い
」

で
、
ま
ず
グ
ル
ー
プ
内
で
親
近

感
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
も

の
で
し
た
。

　

次
に
最
近
う
ま
く
い
っ
て
い

る
事
を
３
つ
ず
つ
発
表
し
、
他

の
メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
を
必
ず「
い

い
ね
！
」
と
拍
手
し
な
が
ら
受

け
答
え
、
発
表
者
の
気
持
ち
を

和
ら
げ
る
。

　

次
は
自
分
が
言
わ
れ
て
う
れ

し
い
こ
と
を
い
く
つ
か
書
き
、

そ
れ
を
他
の
メ
ン
バ
ー
に
言
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
自
信
を
持
つ

こ
と
が
で
き
る
。

　

最
後
に
「
な
ぜ
？
」
で
は
な

く
て
「
ど
う
し
て
？
」
を
聞
き

だ
そ
う
と
い
う
話
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
「
な
ぜ
勉
強
し
な
い
の
？
」

と
聞
く
、
子
ど
も
の
口
か
ら
は

「
言
い
訳
」
し
か
生
ま
れ
ず
、

そ
れ
で
は
問
題
は
解
決
し
な
い

と
い
う
も
の
で
し
た
。「
な
ぜ

勉
強
し
な
い
の
？
」
で
は
な
く

て
「
ど
う
し
た
ら
勉
強
で
き
る

の
？
」
と
質
問
す
る
こ
と
で
子

ど
も
と
一
緒
に
そ
の
理
由
を
考

え
、
解
決
に
向
か
う
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

こ
ん
な
や
り
と
り
の
中
で
相

手
（
今
日
の
場
合
は
自
分
の
子

ど
も
）と
の
共
通
点
を
見
つ
け
、

子
ど
も
の
気
持
ち
を
和
ら
げ
、

最
後
に
自
信
を
持
た
せ
る
。
一

連
の
流
れ
を
短
い
間
で
し
た
が

教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
実
際
の
生
活
の
場

で
実
施
す
る
の
は
、
ち
ょ
っ
と

難
し
そ
う
で
す
が
、
こ
ち
ら
が

質
問
の
内
容
を
ち
ょ
っ
と
考
え

て
あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
も
っ
と

良
く
な
っ
て
い
く
と
考
え
さ
せ

ら
れ
た
講
演
で
し
た
。

釧
路
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
研
修
会

Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
の
写
真
っ
て
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

����������������������������������������������������������������������
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去
る
10
月
31
日
、
釧
路
市

立
城
山
小
学
校
内
、
釧
路
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
事
務
局
に
て

「
そ
こ
ま
で
言
っ
て
い
い
よ
!!

座
談
会
」
を
企
画
致
し
ま
し

た
。

　

出
席
者
は
、
永
年
広
報
市

Ｐ
連
の
印
刷
を
担
当
の
木
内

印
刷
・
木
内
慎
太
郎
さ
ん
、

市
Ｐ
連
前
広
報
委
員
長
・
堤

佳
子
さ
ん
、
市
Ｐ
連
広
報
委

員
長
・
岩
田
恵
美
の
３
名
で

略
称　

木
内
→
●木

　
　
　

堤　

→
●堤

　
　
　

岩
田
→
●岩

●木　

今
日
は
、
打
ち
合
わ
せ

っ
て
言
っ
て
な
か
っ
た
？
委

員
長
さ
ん
。

●岩　
「
ホ
ホ
ホ
(笑)
！
」「
ハ
ハ

ハ
(笑)
！
」
だ
ま
し
ち
ゃ
っ

た
！

●木　
●堤　
「
え
ー
っ
！
」

●岩　
「
し
て
や
っ
た
り
!!
」

（
得
意
顔
を
し
て
い
た
委
員

長
）

●木　
●堤　
「
や
っ
ぱ
り
!!
」

●岩　

座
談
会
っ
て
言

っ
た
ら
、決
ま
り
文

句
で
つ
ま
ら
な
い
し

率
直
な
意
見
が
聞
け

な
い
で
し
ょ
う
!!　

そ
う
い
う
話
し
は
却

下
!!
（
爆
笑
）

●木　
●堤　
確
か
に
そ
う

だ
ね
!!
か
っ
こ
つ
け

て
し
ま
う
し
ね
!!

●岩　
（
罪
の
意
識
が

ま
る
っ
き
り
な
し
。）

楽
し
く
語
り
合
い
ま

し
ょ
う
。
時
間
の
許

す
か
ぎ
り
。

●木　

一
番
最
初
の
広
報
紙
は

今
は
な
い
の
で
す
が
作
成
し

た
元
広
報
委
員
の
新
聞
記
者

の
方
と
話
し
を
す
る
事
が
で

き
、
当
時
の
事
を
聞
き
ま
し

た
。
最
初
の
頃
は
、
市
Ｐ
連

事
務
局
は
持
ち
回
り
で
、
担

当
の
学
校
の
教
頭
先
生
が
事

務
局
長
と
し
て
活
動
し
、
広

報
紙
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
し

た
。「
そ
れ
で
は
、各
学
校
に

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
広
報
委
員
の
方
が

沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
か

ら
、
そ
の
方
々
が
集
っ
て
広

報
市
Ｐ
連
の
委
員
会
を
作
っ

て
、
活
動
し
て
い
っ
た
ら
ど

う
で
す
か
」
と
、
新
聞
記
者

の
方
の
提
案
も
あ
り
、
現
在

の
体
制
が
出
来
上
が
っ
た
よ

う
で
す
。
当
時
、
な
か
な
か

機
能
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、
城
山
小
学
校
に
事
務
局

を
置
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

よ
う
や
く
お
母
さ
ん
方
が
活

動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●堤　
●岩　
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
！

●堤　

事
務
局
が
持
ち
回
り
と

い
う
の
は
知
っ
て
い
た
け
ど

そ
う
い
う
い
き
さ
つ
が
あ
っ

た
ん
で
す
ね
！

●木　

そ
れ
と
、残
念
な
が
ら
、

創
刊
号
と
４
号
〜
９
号
の
広

報
紙
が
な
い
の
は
、
ま
だ
事

務
局
体
制
が
き
ち
ん
と
確
立

し
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

●岩　

そ
う
い
う
事
も
あ
っ
た

ん
で
す
ね
。
今
は
逆
に
そ
う

い
う
の
が
な
い
で
す
よ
ね
。

●堤　

一
生
懸
命
作
っ
て
も
残

念
で
す
よ
ね
！
作
成
し
て
い

る
側
も
そ
の
当
時
の
委
員
長

さ
ん
は
今
で
も
広
報
紙
が
保

管
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
よ
。

●岩　

そ
う
で
す
よ
ね
。
と
て

も
残
念
で
す
。
こ
の
よ
う
な

事
が
な
い
よ
う
に
今
は
事
務

局
で
大
切
に
保
管
す
る
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。

●岩　

二
人
に
質
問
し
ま
す
。

今
ま
で
広
報
紙
を
作
成
し
て

困
っ
た
事
や
大
変
だ
っ
た
事

は
あ
り
ま
す
か
？

●堤　

う
〜
ん
。（
考
え
中
）
困

っ
た
事
や
大
変
だ
っ
た
事
は

な
い
よ
!!
逆
に
楽
し
か
っ
た
。

色
々
な
方
達
と
話
を
し
た

り
、
本
当
に
自
分
の
た
め
に

な
り
、プ
ラ
ス
に
な
っ
た
よ
！

●木　

広
報
紙
が
カ
ラ
ー
に
な

っ
た
頃
か
ら
委
員
さ
ん
方
の

要
望
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

特別企画  広報紙、みんなの想い出を振り返って!!

〝おめでとう〟 広報 市Ｐ連創刊30号記念

そ
こ
ま
で
言
っ
て

い
い
よ
! !
座
談
会

家
庭
で
の
パ
ソ
コ
ン
の
普
及

で
お
母
さ
ん
方
も
使
え
る
様

に
な
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
が
、
す
ご
く
勉
強
家
で
す

よ
！
今
も
昔
も
、
委
員
さ
ん

方
の
広
報
紙
に
対
す
る
思
い

は
、
頭
が
下
が
り
ま
す
。

●岩　

こ
こ
最
近
の
私
は
、
委

員
さ
ん
に
ほ
と
ん
ど
作
成
を

お
ま
か
せ
し
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。
作
成
か
ら
私
が
手
を

加
え
る
事
が
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
と
て
も
さ
み
し
い
で

す
ね
。
委
員
さ
ん
方
の
大
情

熱
に
負
け
て
あ
わ
て
て
ず
っ

こ
け
て
立
ち
上
が
る
の
に
時

間
が
か
か
っ
て
い
る
状
態
で

す
。

●木　
●堤　
（
大
爆
笑
。）

●堤　

最
後
に
広
報
紙
が
発
刊

で
き
、
委
員
さ
ん
が
活
動
出

来
る
の
は
、
影
で
事
務
局
長

さ
ん
が
頑
張
っ
て
く
れ
て
い

る
お
か
げ
な
ん
で
す
。
縁
の

下
の
力
持
ち
で
す
。

●岩　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
事
務
局
長
!!

�

（
完
）

大
変
だ
っ
た

新
聞
づ
く
り
？

行
わ
れ
ま
し
た
。

※
尚
、
紙
面
の
都
合
上
、
座

談
会
の
内
容
は
一
部
編
集

し
て
お
り
ま
す
。

だ
ま
さ
れ
た
!!
初
め
て
の
広
報
紙

最
初
の
頃
の
思
い

☝
Ｈ
20
年
12
月　

№
26

☝
Ｈ
23
年
12
月　

№
29

☝
Ｈ
22
年
12
月　

№
28

☝
Ｈ
18
年
12
月　

№
24

☝
Ｈ
17
年
12
月　

№
23

☝
Ｈ
16
年
12
月　

№
22

☝
Ｈ
15
年
12
月　

№
21

☝
Ｈ
15
年
12
月　

№
21

☝
Ｈ
14
年
12
月　

№
20

☝
Ｈ
13
年
12
月　

№
19

第
30
号
記
念

「
一
言
コ
メ
ン
ト
」

◎
子
供
達
の
笑
顔
は
私
達
の
元
気
の
源
で
す
。
笑

顔
を
一
層
輝
か
せ
る
為
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

�

【
大
越
副
会
長
】

◎
1
年
間
、
事
業
の
推
進
に
頑
張
り
ま
す
。
皆
さ

ん
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�【
冷
川
副
会
長
】

◎
『
主
役
は
子
ど
も
た
ち
！
』
３
年
間
大
変
お
世

話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

【
伊
藤
監
査
】

◎
非
行
防
止
の
基
礎
・
基
本
、
一
家
団
ら
ん
楽
し

い
会
話
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。�

【
藤
原
監
査
】

◎
母
親
委
員
会
は
、
母
も
学
び
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
見
守
り
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま

す
。�

【
赤
塚
監
査
】

◎
親
の
『
学
習
体
験
』
の
機
会
と
単
Ｐ
交
流
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

【
越
野
研
修
委
員
長
】

◎
今
年
で
終
わ
り
と
な
り
ま
す
が
30
号
に
た
ず
さ

わ
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。�

【
美
原
中　

柏
原
】

◎
２
年
間
続
け
て
た
ず
さ
わ
る
事
が
出
来
て
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。�【
共
栄
中　

西
出
】

◎
初
め
て
の
広
報
紙
の
作
成
に
携
わ
り
、
何
も
わ

か
ら
ず
不
安
で
し
た
が
、
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
に

教
え
て
頂
き
な
が
ら
い
ろ
ん
な
事
を
学
べ
て
と

て
も
良
か
っ
た
で
す
。�

【
美
原
小　

干
場
】

◎
初
め
て
の
広
報
に
携
わ
っ
て
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。�

【
Ｎ
】

◎
色
々
な
意
見
等
を
聞
く
機
会
が
あ
り
勉
強
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。�

【
鳥
取
西
中　

鈴
木
】

◎
記
念
す
べ
き
30
号
の
広
報
紙
に
携
わ
る
事
が
出

来
て
良
か
っ
た
で
す
。�

【
大
楽
毛
中　

島
谷
】

◎
市
Ｐ
連
広
報
紙
の
作
成
は
二
度
目
で
す
が
、
記

念
号
に
携
わ
る
事
が
で
き
、
良
い
経
験
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。�

【
大
楽
毛
小　

菅
野
】

◎
と
て
も
楽
し
く
、
勉
強
に
な
り
、
い
い
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�【
鳥
取
中　

長
濱
】

◎
広
報
の
参
加
は
初
め
て
で
色
々
と
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。�

【
鳥
取
中　

飯
田
】

◎
と
て
も
楽
し
く
30
号
が
作
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

�

【
音
中　

横
山
】

◎
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
に
教
え
て
い
た
だ
き
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。�

【
城
山
小　

堀
川
】

◎
他
校
の
方
々
と
色
々
な
お
話
が
で
き
、
貴
重
な

時
間
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

�

【
桜
が
丘
中　

原
井
】

◎
今
回
初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

�

【
山
花
小
中　

家
山
】

◎
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
他
校
の
皆
さ

ん
と
の
情
報
交
換
が
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し

た
。�

【
昭
和
小　

鈴
木
】

◎
色
々
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
お

つ
か
れ
様
で
し
た
。�

【
鶴
野
小　

山
田
】



広　報　市　Ｐ　連平成24年12月17日 ⑹

チャイルド1DAY　　商店一日体験チャイルド1DAY　　商店一日体験チャイルド1DAY　　商店一日体験

チャイルド１ＤＡＹ仕事一日体験事業は、小中学生に働くことの大切さ、喜び等の体験とともに、地元商店街の理解を

深めてもらうこと等を目的として、平成１４年から行っている“子ども体験事業”で、今年で１１回目の開催です。

《
最
優
秀
賞
》

美
原
中
学
校

・
開
校
30
周
年
を
表
紙
の
テ
ー

マ
に
し
た

・
校
歌
と
校
章
の
解
説
は
開
校

当
時
の
思
い
を
再
認
識
す
る

こ
と
で
今
後
の
学
校
経
営
期

待
を
こ
め
た
内
容
で
す
。

・
広
報
紙
の
題
字
の
歴
史
を
振

り
返
る
コ
ー
ナ
ー
も
見
応
え

が
あ
り
ま
す
。

・
生
徒
の
心
身
の
健
康
維
持
の

た
め
給
食
試
食
会
の
話
題
を

大
き
く
取
り
上
げ
た
こ
と
は

保
護
者
に
対
し
給
食
に
関
心

を
も
た
せ
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

・
東
日
本
大
震
災
へ
の
支
援
活

動
を
は
じ
め
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動

も
掲
載
さ
れ
て
い
て
限
ら
れ

た
ス
ペ
ー
ス
を
十
分
に
生
か

し
て
広
報
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

《
優
秀
賞
》

光
陽
小
学
校

・
児
童
に
対
す
る
防
犯
・
防
災

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
は
力

作
。
不
審
者
情
報
の
一
部
を

掲
載
し
、
そ
れ
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
を

ま
と
め
て
い
ま
す
。
ま
た
防

犯
上
の
理
由
で
携
帯
電
話
を

も
た
せ
て
い
る
保
護
者
が
多

い
中
、
ル
ー
ル
の
確
認
が
必

要
な
こ
と
な
ど
を
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
い
ま
す
。

・
学
校
に
関
す
る
保
護
者
か
ら

の
質
問
を
学
校
側
が
答
え
る

Ｑ
＆
Ａ
形
式
に
ま
と
め
、
と

て
も
分
か
り
や
す
い
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
も
コ
ン
パ
ク
ト
に
よ
く
ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

《
優
秀
賞
》

美
原
小
学
校

・
修
学
旅
行
や
宿
泊
研
修
な
ど

校
外
研
修
の
疑
問
に
つ
い
て

校
長
先
生
が
答
え
る
コ
ー
ナ

ー
は
と
て
も
分
か
り
や
す
く
、

広
報
の
役
割
を
見
事
に
果
た

し
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
時

代
の
校
外
活
動
と
現
在
と
で

は
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
を
て
い
ね
い
に
説
明
し

て
い
ま
す
。

・
修
学
旅
行
先
で
児
童
に
聞
い

た
「
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

「
感
想
文
」
も
児
童
が
何
に

興
味
・
関
心
を
も
っ
た
か
分

か
り
ま
す
。

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
委
員
会
の
「
星

空
観
察
会
」
開
催
の
記
事
も

レ
イ
ア
ウ
ト
が
分
か
り
や
す

く
、
感
想
も
し
っ
か
り
掲
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

《
佳
　
作
》

愛
国
小
学
校

・
表
紙
は
、
児
童
と
先
生
の
表

情
が
生
き
生
き
し
て
い
て
、

元
気
で
楽
し
い
学
校
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

・
新
任
の
先
生
た
ち
に
は
、
色

紙
に
座
右
の
銘
を
書
い
て
も

ら
う
と
い
う
斬
新
な
ア
イ
デ

ア
が
光
り
ま
し
た
。
字
体
に

も
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
先

生
の
個
性
が
垣
間
見
え
ま
す
。

・
運
動
会
や
遠
足
の
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
は
狭
い
ス
ペ
ー
ス
を
上

手
に
使
い
躍
動
す
る
児
童
を

描
い
て
い
ま
す
。

《
佳
　
作
》

幣
舞
中
学
校

・
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
独
自
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、
災
害
へ
の

準
備
、
家
族
の
連
絡
方
法
な

ど
に
つ
い
て
、
啓
発
を
し
て

い
ま
す
。

・
と
て
も
重
要
な
課
題
に
つ
い

て
、真
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ

姿
勢
を
高
く
評
価
し
ま
す
。

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
に
つ
い
て
も

「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
や
懇
親
会
の
様
子
を
は

じ
め
、
硬
軟
織
り
交
ぜ
て
上

手
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

《
佳
　
作
》

鳥
取
西
中
学
校

・
年
1
回
の
発
行
に
し
て
、
そ

の
分
、
質
・
量
と
も
充
実
し

て
い
ま
す
。

・
前
半
は
全
生
徒
の
写
真
を
掲

載
し
て
い
ま
す
が
一
人
一
人

の
表
情
が
と
て
も
よ
く
、
気

持
ち
が
見
て
い
る
側
に
伝
わ

り
ま
す
。
こ
れ
に
ち
ょ
っ
と

で
も
コ
メ
ン
ト
が
加
わ
る
と
、

よ
り
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な

っ
た
で
し
ょ
う
。

・
後
半
の
「
早
寝
・
早
起
き
・

朝
ご
は
ん
」
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
は
グ
ラ
フ
を
活

用
し
て
見
や
す
く
、
分
か
り

や
す
く
、
主
体
と
な
っ
た
総

務
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
も
あ

り
、と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
校

編

集

後

記

　

今
回
、
第
30
号
の
特
集
で
６

面
と
な
り
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

委
員
さ
ん
方
の
汗
と
涙
と
努

力
の
結
晶
の
広
報
紙
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
委
員
さ
ん
方
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
楽
し
く
頑
張

っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。
取
材
に
協
力
し
て
く
れ
た

皆
様
方
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
Ｉ
）


